
▲平戸高校の授業の様子

　
　

大
島
地
区
に
お
け
る
松
枯
れ
対
策
に

つ
い
て
、
県
は
空
散
を
続
け
る
方
針
で
あ
る

が
、
農
林
課
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

被
害
は
増
加
の
傾
向
で

あ
り
、
保
安
林
等
で
防
風
や
防
潮
効
果
の

公
益
的
機
能
が
高
く
、
守
る
べ
き
必
要
が
あ

る
森
林
に
つ
い
て
は
対
策
を
講
じ
る
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の
運
用
に
つ

い
て
、
本
市
は
C
O
2
排
出
ゼ
ロ
都
市
宣

言
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財
源
に

充
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長　

目
的
税
で
あ
る
の
で
使

途
が
限
ら
れ
て
い
る
。

　

森
林
を
成
長
産
業
化
さ
せ
る
た
め
の
施

策
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
も
の
に
対
し
て
使

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
は
、
国
か
ら
１
億
７
，
７
０
０
万
円
の
補

助
を
受
け
、
実
証
実
験
と
し
て
行
う
事
業

で
あ
る
が
、
次
年
度
へ
繰
り
越
す
要
因
は
。

市
長　

装
置
の
接
続
方
法
な
ど
で
不
測
の

日
数
を
要
し
た
。
経
産
省
に
も
延
長
の
理

由
を
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　
一
人
の
林
務
技
師
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

業
務
に
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
。
担

当
者
２
名
体
制
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
。

農
林
水
産
部
長　

人
員
増
が
望
め
な
い
中
、

農
林
整
備
班
で
対
応
し
た
い
。

　
　

第
１
次
総
合
戦
略
の
総
予
算
が
約
１

２
０
億
円
の
事
業
費
で
あ
る
が
、
第
２
期
の

計
画
に
充
て
る
財
源
の
確
保
は
。

財
務
部
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
「
や
ら
ん

ば
！
平
戸
応
援
基
金
」
な
ど
を
活
用
し
て

５
年
間
ぐ
ら
い
は
十
分
確
保
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

災
害
時
の
避
難
道
路
や
市
民
が
活
用

す
る
火
葬
場
、
平
戸
中
南
部
の
物
流
、
観

光
の
重
要
道
路
で
あ
る
市
道
山
中
・
紐
差

線
の
整
備
に
地
方
創
生
整
備
推
進
交
付
金

を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

総
合
戦
略
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

財
務
部
長　

第
２
期
総
合
戦
略
の
中
に
、

道
路
の
一
体
的
な
整
備
を
図
る
と
い
う
文
言

を
入
れ
、
こ
れ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

田
島　

輝
美
（
政
和
会
）

●
森
林
行
政
の
今
後
の
取
り
組
み
は

●
地
方
創
生
に
向
け
た
施
策
は
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世
の
求
め
る
人
材
像
が
変
わ
り
、
学

び
の
礎
と
な
る
学
習
指
導
要
領
の
完
全
移

行
が
な
さ
れ
る
と
、
問
題
解
決
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
従
来
の
試
験
形
式
や
平
均
値
で

は
測
れ
な
く
な
る
。

教
育
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
理
解
す
る
。
今

後
ど
う
評
価
す
べ
き
か
検
討
を
要
す
る
。

　
　

本
市
は
、
高
校
生
を
対
象
に
オ
ラ
ン

ダ
と
の
短
期
留
学
事
業
を
続
け
て
い
る
。

参
加
者
の
意
義
は
非
常
に
大
き
い
が
、
教

育
者
が
オ
ラ
ン
ダ
の
先
進
的
な
教
育
シ
ス
テ

ム
を
学
び
取
っ
て
く
る
べ
き
だ
。
日
本
で
も

有
名
な
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
な
ど
素
材
に
は
事
欠

か
な
い
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

今
後
、
そ
う
な
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。
さ
ら
に
成
果
を
教

育
委
員
会
と
も
共
有
し
た
い
。

教
育
長　

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
し
っ
か

り
勉
強
し
た
い
。

　
　

本
市
小
中
学
校
教
職
員
の
超
過
勤
務

の
状
況
、
そ
し
て
そ
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

教
育
長　

本
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ

月
の
実
績
で
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
る

時
間
外
勤
務
が
月
80
時
間
を
超
え
る
職
員

が
延
べ
１
３
７
名
（
う
ち
１
０
０
時
間
超
え

26
名
）。
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
総
じ
て
教

頭
の
事
務
量
が
非
常
に
多
く
、
部
活
動
が

あ
る
中
学
校
が
多
い
。
地
域
の
協
力
を
得

る
こ
と
、
学
校
を
あ
け
る
時
間
、
閉
め
る

時
間
を
定
め
る
な
ど
も
検
討
し
た
い
。
部

活
動
の
部
外
指
導
者
導
入
も
検
討
し
た
い
。

　
　

地
域
の
方
の
力
を
借
り
、
学
習
の
補

填
を
や
れ
ば
、
苦
戦
し
て
い
る
子
ど
も
の
支

援
が
充
実
す
る
し
先
生
方
の
負
担
も
減
る
。

教
育
長　

そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
い
と

思
う
。
現
在
も
教
師
の
で
き
る
範
囲
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
十
分
で
は
な
い
。
先
進

事
例
を
十
分
研
究
し
た
い
。

　
　

現
在
助
成
し
て
い
る
英
語
検
定
の
み

な
ら
ず
、
小
学
生
の
受
検
に
適
す
る
英
検

ジ
ュ
ニ
ア
の
受
験
料
補
助
も
行
う
べ
き
。
小

学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
完
全
移
行
す
る

来
年
度
か
ら
適
用
す
べ
し
。

教
育
長　

次
年
度
か
ら
助
成
が
で
き
る
よ

う
な
方
向
で
進
め
た
い
。

　
　

小
学
生
の
外
国
語
の
授
業
の
時
間
が

大
幅
に
増
加
す
る
。Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
が
必
要
。

教
育
長　

市
全
体
で
２
，
３
１
０
時
間
増

え
る
。
増
員
が
必
要
。

　
　

令
和
２
年
度
の
平
戸
高
校
の
入
学
希

望
者
は
、
本
年
度
に
引
き
続
き
生
徒
の
確

保
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
よ
う

だ
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
平
戸
高
校
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
。
も
し
、
地
域
に
唯
一
の
高
校

が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
に
与
え
る
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
。
病
院
と
学
校
は
地
域
の

拠
点
で
あ
り
、
学
校
の
廃
校
は
是
が
非
で

も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
戸
高
校
存

続
に
向
け
、
早
急
に
平
戸
高
校
存
続
対
策

地
域
協
議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的

な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

財
務
部
長　

平
戸
市
で
は
公
営
塾
の
開
講

を
目
指
し
て
、
平
戸
高
校
側
と
協
議
を
重

ね
て
き
た
。
そ
れ
は
、
平
戸
高
校
の
廃
校

回
避
、
特
に
平
戸
中
南
部
地
区
に
お
け
る

高
校
教
育
の
死
守
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

平
戸
高
校
の
新
た
な
魅
力
を
打
ち
出
し
、

地
元
の
中
学
生
に
よ
る
地
元
高
校
へ
の
進
学

率
を
高
め
、
平
戸
高
校
の
存
続
と
地
域
の

活
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

土
地
改
良
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
貸

借
対
照
表
の
提
出
が
義
務
付
け
さ
れ
る
な

ど
、
７
項
目
が
追
加
さ
れ
、
事
務
処
理
が
一

段
と
厳
し
く
な
っ
た
。
ま
た
、
役
員
も
高
齢

化
し
、
土
地
改
良
区
の
維
持
が
難
し
く
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
土
地
改
良
区
が
合
併
し
、
市

内
で
一つ
の
土
地
改
良
区
と
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

農
林
水
産
部
長　

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
土

地
改
良
区
の
合
併
や
事
務
の
一
本
化
は
、
こ

れ
か
ら
の
市
内
の
農
業
生
産
基
盤
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ

り
、
本
市
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
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　平戸市議会だよりは、定例会・委員会等の内容を詳しくお知らせし、市民の皆さんの
議会に対する理解と市政への認識を深めていただくことを目的に、６名の委員で構成す
る「議会広報特別委員会」で内容、構成等を検討し、年４回発行しています。
　今後とも親しまれ、読みやすい紙面づくりを心がけ頑張っていきますので、どうぞ、
よろしくお願いします。

委 員 長　　池田　稔巳

副委員長　　松尾　　実

委　　員　　井元　宏三　　　　　　

　　　　　　近藤　芳人

　　　　　　山﨑　一洋

　　　　　　山本　芳久

議会広報特別委員会

私たちが新しい
議会広報特別委員会委員です

山
田　

能
新
（
辰
の
瀬
戸
）

●
平
戸
高
校
存
続
の
た
め
に
は

●
市
内
の
土
地
改
良
区
合
併
の
た
め
に
は

近
藤　

芳
人
（
辰
の
瀬
戸
）

●
平
戸
式
教
育
哲
学
の
す
す
め

QQQQQQ

QQQQQQ

とかいせん
平戸市議会だより　2020. 2. 1発行

とかいせん
平戸市議会だより　2020. 2. 1発行

1415


